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俳　

句 　

　　
　
　

題　

「
新　

年
」

初
御
空
両
手
合
は
せ
て
世
界
の
和

内
田　

八
千
子
（
郷　

市
）

年
頭
に
昔
さ
な
が
ら
板
の
魚

　
　
　

安
井　

謙
治
郎
（
日　

向
）

ひ
と
言
で
雑
煮
の
御
箸
揃
ふ
朝

西
野　

き
よ
じ
（
興
道
寺
）

恵
方
ゆ
く
峰
は
は
ろ
け
く
靄
か
か
り

宇
都
宮
た
き
子
（
新　

庄
）

産
土
の
柄
杓
に
光
る
初
日
か
な

野
原　

方
子　

（
久
々
子
）

　

新
年
の
初
め
に
、
七
五
三
、
結
婚
式
な

ど
の
節
目
に
、
そ
し
て
祭
り
に
と
足
を

運
ぶ
神
社
。
ま
し
て
集
落
の
神
社
は
身
近

で
、
子
供
の
頃
は
遊
び
の
場
所
で
あ
り
ま

し
た
。

　

神
社
で
ま
ず
目
に
す
る
も
の
は
鳥
居
で

す
。
ご
神
体
を
納
め
る
本
殿
の
な
い
神
社

は
あ
り
ま
す
が
、
鳥
居
の
な
い
神
社
は
ま

ず
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
鳥
居
は

重
要
と
考
え
ま
す
。
社
殿
な
ど
が
建
っ
て

い
な
く
て
も
、
鳥
居
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
が

神
聖
な
神
の
領
域
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
鳥
居
は
聖

域
と
俗
界
と
の
間
に
立
ち
、
そ
の
内
側
を

汚け
が

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る

も
の
と
、
悪
霊
な
ど
が
入
ら
な
い
た
め
の

魔
除
け
の
意
味
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

鳥
居
の
種
類
は
数
多
く
あ
り
、
形
は
シ

ン
プ
ル
で
、
参
拝
で
よ
く
目
に
す
る
伊
勢

神
宮
の
「
伊
勢
鳥
居
」
と
八
幡
神
社
の
「
八

幡
鳥
居
」
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
な
お
、

鳥
居
か
ら
社
殿
に
続
く
道
を
参
道
と
い
い

ま
す
が
、
そ
の
中
央
は
、
正
せ
い
ち
ゅ
う中
と
い
っ
て

神
の
通
り
道
と
さ
れ
る
の
で
、
避
け
て
歩

く
の
が
作
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
神
社
の
施
設
と
し
て
は
手て
み
ず
や

水
舎
が

あ
り
ま
す
。
浄
水
が
注
が
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
大
き
な
石
の
水
盤
が
参
道
の
脇
に

置
か
れ
て
い
る
の
は
、
見
覚
え
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
水
盤
に
は
柄ひ
し
ゃ
く杓
が
並
べ
ら
れ

て
、
浄
水
の
口
は
龍
や
亀
の
彫
刻
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
参
拝
者
が
神
前
に

進
む
ま
え
に
手
と
口
を
清
め
る
た
め
に
設

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
神
事
を
お
こ

な
っ
た
り
、
神
前
で
祈
願
を
お
こ
な
う
と

き
に
は
、
ま
ず
身
を
清
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
、こ
れ
を
「
み
そ
ぎ
」
と
い
い
ま
す
。

　

鳥
居
に
次
い
で
狛
犬
が
あ
り
ま
す
。
参

道
の
入
り
口
や
社
殿
の
前
で
ひ
っ
そ
り
と

苔
む
し
て
い
る
狛
犬
に
は
、
誰
し
も
が
親

し
み
を
持
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
狛
犬
は
獅
子
の
形
を
基
本
と
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
、
一
対
が
阿あ

吽う
ん

の
組
み
合

わ
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
参
道
の
両
脇
に

立
っ
て
悪
し
き
も
の
が
境
内
に
入
ら
な
い

よ
う
見
張
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
お

寺
の
仁に
お
う王
さ
ま
と
同
じ
で
す
が
、
少
々
地

味
な
印
象
を
持
ち
ま
す
。
し
か
し
神
社
ご

と
に
、ま
た
建
立
し
た
時
代
に
よ
っ
て
も
、

顔
も
形
も
格
好
も
異
な
り
、
見
て
巡
る
の

も
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

神
社
の
境
内
に
鎮
座
し
て
い
る
動
物
は

獅
子
・
狛
犬
だ
け
で
は
な
く
、
稲
荷
社
に

行
け
ば
狐
が
社
殿
を
守
っ
て
い
ま
す
。
狛

犬
が
神
の
番
犬
で
あ
る
の
に
対
し
、
稲
荷

社
の
霊
狐
は
神
の
お
使
い
、
神し
ん
し使
と
言
う

そ
う
で
す
。
神
使
は
ほ
か
に
も
あ
り
、
有

名
な
と
こ
ろ
で
は
天
満
宮
の
牛
、
日
吉
社

の
猿
、
春
日
社
の
鹿
、
諏
訪
社
の
鴉
、
八

山上神社　石灯篭が多く奉納されている

幡
社
の
鳩
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
山
上

神
社
も
天
神
（
菅
原
道
真
）
が
祀
ら
れ
て

い
る
の
で
牛
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
道
左
右
に
石
灯
篭
が
寄
進
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
神
道
は
む
し
ろ
闇
を
大
切
に
す

る
宗
教
で
、
祭
の
重
要
な
儀
礼
は
明
か
り

を
消
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
石
灯
篭
は

元
々
寺
院
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す

が
、
神
社
に
も
仏
教
的
な
建
物
が
建
て
ら

れ
た
り
、
仏
教
的
な
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
、

灯
籠
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

玉
垣
は
神
社
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
さ
れ
る

柵
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
は
石
も
し
く
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
が
多
く
あ
り
、
玉
垣
を

過
ぎ
る
と
拝
殿
、
本
殿
と
な
り
ま
す
。

（
美
浜
町
誌
編
纂
委
員
会
委
員　

田
辺
信
義
）



－ 23 －

氏　名 住 所 年齢 届出人

岸 下 嘉 子 新 庄 72歳 岸下　克己

早　川　あい子 和 田 75歳 早川　俊一

山 口 　 正 寄 戸 83歳 山口　嘉明

河 合 武 夫 佐 田 85歳 河合　義則

酒　谷　サカエ 日 向 86歳 酒谷　嘉吉

大 鶴 丈 宗 丹 生 72歳 大鶴　玄宗

髙 田 定 枝 菅 浜 83歳 髙田　忠保

山 口 　 茂 気 山 78歳 山口和太瑠

金 松 彌 八 郎 木 野 89歳 金松　俊治

松 嶌 敬 次 郎 河原市 93歳 吉田　哲夫

田 中 正 喜 太 田 88歳 田中　正夫

糀 谷 善 三 日 向 70歳 糀谷　黎子

◎おくやみ

氏　　　　　名（旧姓） 住　所

  　田　邉　佑　介　＆（北　川）　　恵　 丹　生

  　榎　本　俊　樹　＆（奥　澤）美　樹　 菅　浜

  　鹿　谷　敬　祐　＆（出　口）朋　美　 丹　生

  　髙　木　博　光　＆（橋　本）佳代子　 山　上

◎ご結婚

こたえ  ◯◯◯◯◯

－よこカギ－
①雪が激しい風をともなって降ること
②餅をつく時に必要な物は杵と○○
④焼肉などに使われる牛のばら肉のこと
⑤恵那山などで有名な岐阜県の市
⑥床屋とは違い、基本的には顔剃りは行いません
⑧有名な作曲者「○○○・セバスティアン・バッハ」
⑩ブレスレットのこと
⑫今年（2008年）の干支です。
⑭「御籤」と書く、大吉が出るとうれしいもの
⑯サイコロにおける6の裏面の数
－たてカギ－
①初夢に見ると縁起がよいとされているもの「1○○」
③初夢に見ると縁起がよいとされているもの「2○○」
⑤初夢に見ると縁起がよいとされているもの「3○○○」
⑦早口言葉「東京特許○○○局」
⑨昨年（2007年）のクリスマスと今年（2008年）の
　元旦は同じになります。
⑪新年に初めて寺社に参詣すること
⑫○○○はがきの代わりに携帯メールで済ませる人も…
⑬世界遺産に登録された島根県にある「○○○銀山」
⑮赤や白の種類があるお酒
⑰神に仕えて神事を行う人。紅白の衣装が特徴
⑱光の屈折現象により見られる7色の光の帯

 ●応募方法
　★印のマスの文字を並べ替えると美
浜町の土地・地区・場所の名称ができ
ます。はがきに、答えと住所、氏名(お
便りも大歓迎！)を書いて、町企画政策
課「広報みはまハートフルクイズ」係
（〒919-1192 美浜町郷市25-25）ま
で送ってください。
　締切りは、1月11日(金)（消印有
効）です。正解者の中から抽選で5人
の方に記念品をお送りします。
●12月号の答え　コウドウジ(興道寺)
●当選者
　応募者総数は24人で全員正解でした。
　抽選の結果、次の方々が当選されました。
　森　　スミエさん（郷　市）
浅　妻　みつ枝さん（大　薮）
浜　野　玲　子さん（竹　波）
髙　木　　舞　さん（新　庄）
森　山　　薫　さん（兵庫県）

①

②

③

⑤

⑥

⑧

④ ⑭

⑬

⑦

⑨

⑪

⑫

�

�

⑮

⑯

⑱

⑰

�

�

�

⑩

まちびとまちびと

＊表彰を受けられた感想は？
　美浜中学校の開校以来、学校医として自分の責務を果たして
きました。日々、継続してきたことを評価していただきうれし
く思っています。
＊学校医として心掛けていることは？
近年では、生徒の身体的な医療に加えて、心の問題など幅広
い分野にも対応しなくてはなりません。生徒の数が多いので大
変ですが、成績重視ではなく、生徒達の健康を第一に考える学
校のアドバイザーとして努めたいと考えています。
＊今年の抱負をお願いします
今年も継続して学校医を務めていきたいと思います。
必要とされる以上、医師として、町に住む者として、課せら
れた使命と考え、これからも自らの責務を果たしていきたいと
考えています。

32年間にわたり美浜中学校の学
校医として尽力され、学校保健
文部科学大臣表彰を受けられた

中村 勝さん・知美さん(菅浜)の長男･長女
11/1～11/30 受付分

（敬称略）
慶弔慶弔

浅妻　茂美さん(大薮）

ボクね毎日父ちゃんとのお風呂タ
イムが楽しくて待ちきれないの♪
大好きな妹の美寿生ちゃんをおん
ぶできるんだぞ！
さぁ今日も楽しくどんないたずら
しようかな。

義
よ し き

生ちゃん・美
み ず き

寿生ちゃん
（1歳7か月）  （7か月）
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1月■くらしのカレンダー■

人口の動き

平成19年12月1日現在

人口総数
  11,160人
男 5,397人
女 5,763人

世帯数
3,763世帯

前月比
（－18）
（－  9）
（－  9）

（+  2）

●イベント　●健康診断・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、12月 14日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。　●（ス）は、ガソリンスタンドの休日当番店です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 美浜消防署 ☎32-1420(※1月 11日（金）からは 32‐1190 に変わります )

古紙

企
画
政
策
課

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も「
広
報
み
は
ま
」を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
回
は
、十
二
支
の
始
ま
り
の
ね
ず
み
年

と
い
う
こ
と
で
、町
内
各
地
の
各
世
代
の
ね

ず
み
年
の
方
に
新
年
の
一
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、

お
忙
し
い
中
、快
く
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。年
男
・
年
女
の
皆

さ
ん
は
例
年
に
ま
し
て
清
々
し
い
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

取
材
で
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、多
く
の

方
か
ら「
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
の
あ
り
が

た
さ
や
平
穏
な
日
々
へ
の
願
い
」が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。自
分
な
ら
ど
ん
な
一
言
を
残
す

だ
ろ
う
と
考
え
て
み
る
と
、や
は
り
真
っ
先

に
同
じ
こ
と
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。夢
や
希

望
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、そ
の
礎
と
な
る

も
の
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

数
年
後
に
回
っ
て
く
る「
自
分
の
干
支
」

は
、は
や
３
巡
目
。ま
だ
ま
だ
若
い
と
思
い

な
が
ら
も
、健
康
第
一
で
、大
小
さ
ま
ざ
ま
な

目
標
を
一
つ
で
も
多
く
達
成
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
光
）

表
紙
の
写
真

　

昨
年
の
６
月
に
開
所
し
た
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、今
年
の
干
支「
ね
ず
み
」

の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
、お
う
ち
の
人
と
一
緒

に
元
気
に
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

1 月の納税 (納期限 1月 31日 )
国民健康保険税(7期)・町県民税(4期)

15（火）

16（水）

14（月）

13（日）

12（土）
11（金）

10（木）

9（水）
8（火）
7（月）

6（日）

5（土）

4（金）

3（木）

28（月）
29（火）
30（水）
31（木）

27（日）

26（土）
25（金）

24（木）

23（水）

21（月）
22（火）

20（日）

19（土）
18（金）

17（木）
元旦
板の上の儀(日向区)

浜祭り･堂の講(早瀬区)

官公庁仕事始め
(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)

10:30～美浜町宝物いろはかるた
＆お正月遊びを楽しむ会(町立図書館)

10:00～美浜消防団出初式
(美浜消防署消防訓練場)

（ス）若狭自動車ＳＣ(佐田・コスモ)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

弓打ち講(新庄区)
(北･南地区)

  9:00～消費生活相談(町役場)
10:00～親子おはなし会(町立図書館)
13:30～1歳児健診(はあとぴあ)
13:30～折り紙を楽しむ会(町立図書館)

(河原市･南市･栄区)

10:30～おはなしのじかん(町立図書館)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
(～12:00 エコクル美方)

13:00～美浜町成人式(中央公民館)
（ス）全店営業

成人の日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)
13:00～土地建物登記法律相談(はあとぴあ)
13:30～こころの相談室(はあとぴあ)

(東地区)

1（火）
2（水）

10:00～ひよこランド(はあとぴあ)
13:30～折り紙を楽しむ会(町立図書館)

水中綱引き(日向区)
10:00～国吉城歴史講座(佐柿 国吉城址)

（ス）今村石油(河原市・コスモ)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～母親学級(はあとぴあ)

13:00～1歳6か月児健診･幼児食講習会
(はあとぴあ)

13:30～くらしの講座(中央公民館)

10:30～昔話おはなし会(町立図書館)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
(～12:00 エコクル美方)

（ス）西浦石油(郷市・シェル)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

1月1日～3日は全て
のごみの収集･受入を
お休みします。
4日からは通常どおり
収集･受入を行います。

古紙

古紙

古紙

古紙


